
Ⅵ　様々な形の物語 
ボンボニエールの様々な形。日本の伝統文化や金工産業の技術力の高さを外国に広報する役割を担った。

掌上の外交官
　ここまでご紹介したようにボンボニエールは饗宴ごとにオリジナルなデザ
インで制作されていた。しかし実は、年代や祝宴名が特定出来ない特殊なカ
テゴリーに属しているボンボニエールがある。
　それは外国大使をもてなす際などに配られたもの。こういった比較的小規
模な晩餐会や午餐会では、予め意匠を決め発注し、作り置きしていたストッ
クのボンボニエールを使用していたのである。また小宴の際は数種類を数個
ずつ配布しているので、同じ小宴に列席していたとしても、持ち帰ったボン
ボニエールは個人により異なり、さらには異なる小宴に出席していても、同
種同形のボンボニエールを所有する人がいたのである。
　こういった作り置きのボンボニエールは兜、諫
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、牛車、駕籠、御座船
など、いずれもいかにも日本的と言える意匠であった〔図①～⑧〕。皇室は
外国賓客が日本的な意匠のものを好むことをよく理解しており、このような
意匠のボンボニエールを外国賓客が持ち帰れば、日本の文化や伝統工芸の技
術力の高さを広める役割を担うことが出来ると考えたのであろう。
　ボンボニエールは掌上の外交官でもあった。

どこが開くの？

　ボンボニエールは菓子器である。なので、どこかが開いて、金平糖などの菓子が入れられなければならない。しかし中にはどこが開いて菓
子が入るのか、わかりにくいボンボニエールも存在する。
　その筆頭は複葉機形〔図⑨〕であろう。このボンボニエールは朝香宮孚彦王の成年式のものである。孚彦王は大正元年（1912）に誕生。学習院
初等科卒業後陸軍士官学校に入学し、昭和8年（1933）に卒業。元々飛行機が大好きで、航空科配属を希望していたが、皇族が飛行機に乗るの
は危険と言われ、歩兵となった（5頁参照）。昭和18年に漸く陸軍航空本部に転科となり、大空を自身で操縦捍を握って飛ぶという念願を果たした。
その孚彦王の昭和7年の成年式の際のボンボニエールが複葉機形のものとなる。それにしても、金平糖がいくつ入るのか？〔図⑩〕。
　もう一つも飛行機関連のもの、プロペラ形〔図⑪〕である。このプロペ
ラ形には悲しい物語がある。朝香宮孚彦王以前に「空の宮様」と呼ばれて
いた皇族がいる。山階宮武彦王である。武彦王は、明治31年（1898）に誕
生した。大正4年海軍兵学校予科入学し卒業後は海軍に入り、当時入隊希
望者の少なかった海軍航空隊に入隊、皇族で初めて東京上空を飛行した。
大正11年7月19日に賀
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佐紀子女王と結婚。翌年懐妊中であった佐紀
子女王は暑い東京を避け、賀陽宮家鎌倉別邸に滞在していた際に関東大
震災に遭遇した。佐紀子女王は居間の欄間の下敷きとなり、お腹の中の
子共々圧死した。まだ20歳という若さであった。1年前に結婚したばか
りの妻とまだ見ぬ我が子を同時に亡くした武彦王の悲しみは想像を絶す
る。武彦王はその後、徐々に精神を病んでいった。
　武彦王は大正14年3月に民間パイロット養成機関「御

み
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くに

航空練習所」を
立川の陸軍飛行場の一部に自費にて創設し、翌大正15年3月には第一期
生が誕生した。その際の記念として作られたのが、プロペラ形のボンボ
ニエールである。しかし、武彦王の病状が悪化し創設した練習所へも赴
けなくなった。そして同年7月5日、御国航空練習所は短い幕を閉じたの
である。

①御座船形　②軍扇形　③諫鼓鶏形　④鎧兜形　⑤牛車形　⑥香炉形　⑦駕籠形　⑧武家兜形　 ⑨⑩複葉機形〈朝香宮孚彦王成年式〉昭和 7年　⑪⑫プロペラ形〈御国航空練習所第一期操縦員修了記念〉
大正 15年　【②④⑫は個人蔵、ほかは当館蔵】

⑧

④③

②

⑤ ⑥ ⑦

①

⑨ ⑩

⑪ ⑫

6




	★ML46完成版.pdf
	20211213113838.pdf
	★ML46完成版

